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●ボランティアスタッフ募集中！●

連
絡
先

　埼玉県知事選挙において、上田清司新知事が誕生

しました。政治資金規正法違反に始まった混乱の中

から、県民の県政推進の期待は上田新知事に寄せら

れました。候補者が乱立しましたが、前民主党衆議

院議員の上田氏が「官から民」への主体性の確保を

訴え、わかりやすいマニフェストによる県政改革の

方向が見えてきました。

上
田
新

知
事
誕
生
  民主、自由両党の合併に関する合意書

　日本は経済、政治、社会のあらゆる分野で弱体化し、進むべき方向性を見

失っている。その最大の原因は、政治が真の意味での指導性を発揮していな

いことにある。今日の自民・公明連立の小泉政権に真の指導性を期待するこ

とができないことは、この２年間の小泉政治を見れば誰の目にも明らかであ

る。日本再生のためには、自民党内の総理交代ではなく、政権与党と総理を

替える本格的政権交代が何よりも急務である。

　平成５年の細川政治改革政権により、政権交代可能な小選挙区中心の選挙

制度が導入されたが、その後の２度の総選挙では野党間の選挙協力体制が構

築できず、政権交代は実現していない。「仏作って魂入れず」の状態にある。

よって両党は「小異を残して大同につく」覚悟で、下記のように合併するこ

とで合意した。

　　　　　　　　　　　　　　　　記　

１、�民主、自由両党は平成15年９月末日までに合併する。

２、�両党合併に伴う存続政党は民主党とし、現在の自由党は合併と同時に

解散する。

３、�合併後の新政党の代表は民主党の菅直人代表とし、新政党の運営は現

在の民主党執行部によって行う。

４、�合併後の新政党の規約、政策、マニフェスト等は、現在の民主党のも

のを継承する。

５、�総選挙の候補者調整及び擁立は、平成15年９月の両党合併までに完了

させる。

なおその際、小選挙区の候補者調整については、前回小選挙区で当選した者

及び比例区との重複立候補で当選した者のうち、惜敗率の高い者を優先する

ことを原則とする。

六、�両党の合併を円滑に実現するために、両党は速やかに両党幹事長を責

任者とする「合併準備委員会」を設置し、合併準備を進める。

　　平成15年７月23日

民主党代表　　　菅　　直人

自由党党首　　　小沢　一郎　　　

〒344-0067　埼玉県春日部市中央1-57-12-203

民主党埼玉県第13区支部

「みんなの力で国政を変える」との合い言葉で一人ひとりの政

治に対する思いを持ち寄り、少しずつでも理想を実現してい

くために皆さんのお力をお待ちします。

武山ゆり子の出番です
　武山ゆり子衆議院議員は「友情支援」のもとに上田氏を支持。

埼玉県を変えることが「日本一新」へつながることを力説し、

県民の皆様の共感を求めました。地域の重要課題として地下鉄

７号線（埼玉高速鉄道線）の延伸や市町の合併問題に県の役割

は重大であり、気心の知れた上田・武山の連携が期待されます。

今こそ！武山ゆり子の出番です。

憲法への考え方
　

現
在
の
憲
法
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施
行
か
ら
56
周
年
を
迎
え
、
憲
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制
定
時
に
は
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か
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。

　

旧
自
由
党
は
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、
国
民
主
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、
基
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築
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平
成
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憲
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史
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。
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憲
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教
育
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く
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く
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作

っ
た
も
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を
踏
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し
て
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さ
ら
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改
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こ
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が
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の
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す
。

　

祖
国
と
世
界
の
平
和
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繁
栄
に
寄
与
す
る
知
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、

志
、
活
力
を
も
つ
青
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。

　

最
後
に
、
環
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つ
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あ
る
地
球
環
境
の
保
全
に
全
力
を
尽
く
す
べ

き
」
と
位
置
づ
け
ま
す
。
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献
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収
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も
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あ
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せ
ん

上田知事と力強く握手する武
山ゆ
り
子
議
員


